

















































































































































































































































Ob 3 1 4 1
Cl 5 5 6 5
Fg 4 1 4 1
Sax 3 0 4 1
Hr 4 0 2 0
Tp 4 1 3 1
Tb 3 0 3 0
Euph 2 0 1 0
Tub 1 0 1 0








a?k arr.Ryo Kawasaki：Slavonic Dance
平成26年度
前期 Merry Poppins ～ Saxo Magic
後期 M.Ravel：Le tombeau de Couperin
 





前期 Susato Suite arr.John Iveson（Six Dances from“The Danserye”）
後期 Alfred Reed：Othello
（A Symphnic Portrait in Five Scenes for Brass Ensemble after Shakespeare）
J.S.Bach arr.Eric Crees：Toccata and Fuga in D minor (BWV565）
平成26年度
前期 P.Dukas：Fanfare pour precede“La Peri”


























前期 J.S.Bach（arr.Koichi Ohashi）：Air on G String
後期 D.Milheau：Suite Francaise for Band
 
A.Gorb：Awayday
 
A.Reed：Armenian Dance(Part I）
上記の曲は、前期、後期、それぞれで発表会の場を設けて、大学６ホールで、木管室内楽、金
管室内楽、打楽器室内楽、管打合奏４つの団体で合同の演奏会を行っている。また、この発表会
に関しては、来年度前期の発表会を本校の学校説明会に合わせて、奏楽堂で行ってはどうだろう
か、という提案もいただいている。今後益々この授業が附属と共に発展していくことを願ってい
る。
４.参加の意義
ここに、本校生徒と大学生へのアンケート結果を報告する。
⑴ 本校生徒へのアンケート
?木管室内楽、金管室内楽、または打楽器アンサンブルの授業を受けて>
① 良かったと思うところはどんなところですか。
○今までやったことのない曲をたくさん学べて、普段やらないポピュラーなものまで演奏
できたこと。
○藝高に同じ専攻の友達がいないので、藝大生に混ざって一緒に室内楽をするのが刺激になっ
た。
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○吹奏楽をあまりやったことがなかったので、一つのパートを複数で合わせることを特に学んだ。
○アンサンブルを楽しむことができた。
○大人数でアンサンブルをする機会ができて良かった。初見で吹く事が多かったので勉強に
なった。
○隣りの人の音や他のパートの音を聴き合ってアンサンブルをする訓練になった。
○同じ楽器や金管という輪の中で演奏を共にしたり、情報を共有したり、とても充実している。
○普段高校ではアンサンブルが出来ないので、他の人の音を聴きながら演奏することが勉強に
なった。
② 難しかったところはどんなところですか。
○音程を合わせることや、イングリッシュホルンを持ち替えて吹くことに慣れていないので大
変だった。
○クラリネット10人くらいに対して、オーボエ５人で音を小さくしないといけない部分が多く
て大変だった。
○良かったと思うことと同時に、数人で吹くと音程が合わなかったことが多かったので、ピッ
チに特に注意を払った。
○先輩と縦が上手に合わなかったのが難しかった。
○オーケストラの曲（編曲）を演奏するときに、弦楽器のように吹くのが難しかった。
○ハーモニーや音程を合わせるのが難しかった。
○みんなの演奏、アンサンブルのバランスなどについていくのが難しかった。
○みんなの音を聴きながらリズムや音を合わせることが難しい。
?管打合奏の授業を受けて>
① 良かったと思うところはどんなところですか
○中学の時にやった曲をまたやったりして、その時と全然違ったサウンドでもう一度や
ることができてよかった。
○藝高ではオーケストラしかやらないので、ソロばかりになってしまうけど、吹奏楽で
は同じパートの人がいるので合わせる練習になった。
○金管も加わってボリュームのある音の厚みで合奏できて楽しい。
○大学の先輩と管打合奏を学べたこと。
○ブラスの有名な曲を演奏できたこと。（複数）
○週を重ねてどんどんみんなで曲を磨いていくのがとてもよかった。先輩から色々なア
ドヴァイスをもらえたこと。
○普段オケなどであまり使わない楽器を演奏できること。
② 難しかったところはどんなところですか。
○６ホールで練習していたので、打楽器とタイミングが合わなくて難しかった。
○指がまわらない時は苦労した。
○他の楽器と音程を合わせるのが難しかった。
○木管合奏よりもはるかに人数が多いのでタイミングを合わせるのがより難しかった。
○指揮者の指示に応えるのが大変だった。
○打楽器が多い曲が多いので、人数が少ないと大変だった。新しい曲の楽譜を練習の
当日に渡されて楽器を決めたことや、楽器を運ぶことが大変だった。
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⑵ 藝大生へのアンケート
① 良かった点、問題に感じた点など遠慮なく書いてください。
?フルート専攻>
○大学生と一緒に授業ができるという環境は、高校生にとってとても良いことだと思う。自分
の向上につながるし、勉強にもなると思う。問題はなかった。
○フルートは参加していないので特に何も思わない。あまり交流がないので。藝高生にとって
大学生の中でできるのは良いことだと思うが、フルートは人数が多くて藝高生が入れないの
はかわいそう。なるべく一緒にできたらよい。
○色んな人と合奏するのは楽しいし勉強になった。藝高生は羨ましい。附属高校ならでは。高
校生の頃から藝大で合奏ができるなんて本当に羨ましい。
○いつもちゃんと時間前に来てしっかり準備をしてくれてとても有り難い。藝高生と会えて嬉
しいです。クラリネットなどは人数が増えて良いと思う。
?オーボエ専攻>
○大学生活では１年生なので一番下の存在だが、高校生が入ると自分たちより学年が下の人が
たくさんいるので気がひきしまった。授業があるのかないのかなどの連絡がうまくいってい
なかった時があった。
○高校生の時から大学の授業に参加できていいなと思う。
○人手不足の中、自由な時間を削って参加してくれてありがとうございます。皆さん本当に上
手で助けてくれた。問題はないと思う。
?クラリネット専攻>
○人手不足なのできてくれて助かった。（多数）
○フルートの子も３年生だけでも参加したらよいと思った。
○藝高生との連絡係をつくる。
○後輩と演奏するのはとても刺激になる。
○ほとんどの楽器は参加しているのにフルートだけいないので違和感があった。
○年の離れた後輩と交流が生まれるのは良いことだと思った。
?ファゴット専攻>
○新鮮だった。
?金管楽器専攻>
○藝大に入学したいと考えている高校生と一緒に音楽をすることで、よりレヴェルの高い練習
ができたのではないかと感じた。
○高校生が一緒に授業を受けるのが新しくて良いと思った。
○１年生だけでは人数も足りないし、先輩も忙しいので、藝高生に来てもらって助かった。
○藝祭も一緒にできたらよかった。
○自分は高校生のうちから大学生と一緒に演奏することは出来なかったので羨ましい。
○大学生も高校生も一緒に上達できればいいなと思った。
○高校生にとっても大学生と一緒に音楽ができることは良い刺激になっているのではないか。
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○せっかく同じ場所に通学しているので、このような交流ができる時間があることはいいこと
だと思う。
?打楽器専攻>
○室内楽の授業に関しては人数が１人増えるだけでやれることがかなり広がったので入っても
らってよかったと思う。
○藝高生が羨ましい。
○いつもきちんと時間前に来て、しっかり準備してくれてとても有り難い。
○授業があるのかないのか、などの連絡がうまくいっていない時があった。
以上のアンケート結果から、大学生の感想が大変好意的であったことがわかる。これは、私に
とっては少し予想外でもあった。またクラリネットや打楽器など、人数の必要なパートにとって
は大学学部１年生だけでは厳しいところが、藝高生が加わることによる現実的なメリットがかな
りあったようである。
そして、何より藝高生にとっても、藝高生の管打楽器専攻生だけではとても体験できないアン
サンブルを勉強する機会を得て、難しいと感じながらも、大学生から刺激を受けて授業に参加で
きていることに、大変有意義なものを感じていることがわかる。
藝大に入学してくる管打楽器（主に金管打楽器）の学生の多くが、高校時代、吹奏楽に携わっ
ている。これまでは、藝高に入学するとその機会はほとんど経験することができなかったことが、
この授業参加で可能になり、そしてそれは、藝大という高いレヴェルの学生の集まりの中に入れ
ることであり、大きな得がたい経験を積むことができるのである。
⑶ 大学担当教員の感想
① 管打合奏担当：大橋先生（大橋先生ご自身も藝高ご出身である。）
互いに刺激を受けていてよいのではないか。プレーヤーとして、隣りに座ることは大切なこと
ではないか。金管の生徒も、良い音を目指しながら大きな音を出していけるようになるのではな
いか。また、フルートだけ参加していないが、バランスは悪くなるかもしれないが、（現状でも）
ファゴットも吹奏楽としては多いし、学部のフルート自体も既に多いから、あと数名増えてもあ
まり変わらないのではないか。
② 金管合奏担当：日高先生
良い事だと思う。藝高生の金管が入っても特に問題はなかった。
以上の学生のアンケート、担当教員の感想から、当初私が懸念していた「大学生と藝高生のレ
ヴェルに差がありすぎて、授業に支障が生じるのではないか」ということはほとんどなかったよ
うである。
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５.今後の課題と展望
具体的な課題としては、大学生のアンケートからも出ていたように、大学と高校の年間授業ス
ケジュールは全て同じではないことによる、授業の有無、または、藝高生が出席できるか否か、
などの連絡が不徹底であったことを解決しなくてはならない。大学と高校では、夏休みなどの長
期休業期間、またそれぞれの、試験時期、入試時期なども異なるため、高校は通常授業中でも大
学は休みであることも多く、またその逆に、本校の様々な行事により、大学では授業が行われて
いるにもかかわらず、出席できないこともある。大学授業の後期は、12月に発表会コンサートを
行った後は、授業がない状態である。ただし、授業が行われている時は13：00～16：10という長
時間の授業参加であるから、年間を通しては問題のない授業時間数が行われているものと考える
ことができる。前述のように、それらの連絡体制を整えていきたい。
また、大学生や、大橋先生から、?フルートも一緒でも良いのではないか」というご意見があっ
たことは意外であった。これは今後の課題とし、大学のフルートの教員とも相談していきたいと
思う。
おそらく、金管打楽器は、それ自体の学習はピアノや弦楽器、あるいは一部木管楽器にくらべ
ると、幼少期から専門的に行う必要はないものであろう。あるいは、現実的に小さな子供には演
奏不可能な場合もある。よって、必然的に始めるのが中学校や、あるいは高校などであっても場
合によっては才能を開花させ、その道に進むことが可能である。藝高へ入学するには、若干15歳
でその決心をしなくてはならず、今後も、たとえ音楽高校に興味があったとしても、実際に受験
まで考える中学生が劇的に増加することは難しいのではないかと考えている。しかし、たとえ数
年に一度であっても、入学してくるかもしれない優秀な生徒のために、より良い環境を整えてお
くことは、本校に課せられた義務である。藝高が誕生して60年、金管打楽器の教育に関しては常
に問題が論ぜられながらも、解決策が見いだされないまま時が流れていたように思う。しかし、
この大学授業への参加は、諸問題全てを解決するわけではないが、より良い教育に向けて事態を
大きく前進させ、その一助を担うものだと確信している。
最後に、あらためて、この場をかりて大学管打楽器科の先生方に感謝の意を表したいと思う。
（文責 大平）
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